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論文内容の要旨

本論文は， Prolog 利用環境の改良に関する研究をまとめたもので， 6 章から構成されている。

第 1 章では， Prolog が主に人工知能システムの研究，開発に用いられるといった事実を考慮して，現

状の Prolog 利用環境における問題点を指摘し本研究の必要'性について述べた。

第 2 章では， Prolog 利用環境を改良する手法として， 1) 人工知能システム作成時のプロトタイピン

グを考慮したライブラリ利用の支援手法， 2) 大規模ファクト集合を効率的に運用するための手法， 3) 

柔軟な知識を扱うための Prolog の拡張手法について述べた。また，筆者はこれらの手法をすべて計算

機上で稼働するシステムに組み込んでおり，それぞれのシステムの概要についても述べた。

第 3 章では，ライブラリ利用を支援する手法をついて述べた。フ。ロトタイピングに有用なライブラリ

を備えた Prolog として，オブジェクト指向の概念を導入した E S P CExtended Self-contained Prolog) 

がある o E S P のライブラリでは，多数の組み合わせ可能な小規模フ。ログラムが提供されているO この

ため，要求の修正，変更が生じた場合には，組み合わせるプログラムを追加削除することにより対処

できるといった利点がある O しかしながら，利用時に考慮しなければならない制約条件が数多く存在す

るといった問題もあり，ライブラリ利用を効果的にするための支援が有用であるO

第 4 章では，大規模化したファクト集合を複数の利用で共有し，効率的に運用するための手法につい

て述べた。ファクトは，データや宣言的知識の記述に用いられ，大規模化する場合が多し 1。ここでは，

既存のデータベースシステムを用いて大規模ファクト集合を運用する手法について述べた。

第 5 章では， Prolog の拡張について述べた。 Prolog はホーン節に基づく論理型プログラミングのた

めの言語であり，基本的に真あるいは偽で表される問題を対象にしている。これに対し，近年では柔軟
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な知識の表現や高次推論の実現など，真，偽で表すことの困難な情報も扱う必要があり，このような情

報を扱うための拡張手法について述べた。

第 6 章は結論であり，全体のまとめと今後の研究課題について述べた。

論文審査の結果の要旨

本論文は， Prolog が主に人工知能システムの研究，開発に用いられるといった事実を考慮して，現状

の Prolog 利用環境における問題点を指摘し，改良のための手法を提案している。また，そこで提案し

ている手法をすべて計算機上で稼働するシステムに組み込んでおり，これらのシステムに対する検討を

行うことにより手法の有効性を確認しているO 本論文の成果を要約すると以下のとおりである。

(1) プロトタイピングに有用なライブラリを備えた Prolog として E S P (Extended Self-contained 

Prolog) があるO しかし， E S P のライブラリには利用時に制約条件を考慮する必要があるといった

問題が残されているO この問題の解決法としてTM S (Truth Maintenance System) を用いた支援

が有効であることを示している。

(2) Prolog のファクトはデータや宣言的知識の記述に用いられ，大規模化する傾向がある。このため，

大規模ファクト集合の効率的な運用が必要で、あり，既存のデータベースシステムを用いた効率的な運

用手法と， Prolog とデータベースシステムの結合手法を示しているO

(3) 近年の人工知能システムの研究や開発では柔軟な知識や高次推論の利用など，真，偽で表すこと

の困難な情報を扱う必要がある。このような情報を扱うために，新たな記法を導入した Prolog を提

案し，そのインタプリタを開発している O

これらの成果は， Prolog を用いて人工知能システムの研究，開発を行う上で有用であり，情報工学の

発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるO




